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目的

(1) bLCGT設計における無矛盾

(2) パラメタ更新の容易化

- サブシステムごとに異なる値を想定してはいけない

- 抜けているパラメタがないようにする
（=サブシステム間に隙間がない）

- SVNで共有することで変更点がメンバーに通知される

- 計算コードがパラメタファイルを読み込む形をとれば、
更新のタイムラグがなくなる（後述）

- ICDにも更新ごとに最新のパラメタを掲載する



SVNを利用したInterface Control
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ICDも、リストをSVNから

読み込むようにするとよいだろう

例:

SVN = Apache Subversion 

• 計算コードを統一してアップデートやデバッグを促進
 

（ラナ提案）

• 全てのコードをMatlabベースにすることを検討中

• ICDはLatexに書き直した方がよいかもしれない

変更点のみを
メールで通知



今日のパラメタ会議の進め方

• 重要項目を抜粋

• レイアウト系、電気系は除く

• 物理定数なども除く

• インフラ、懸架系、光学系に分類

• パラメタ数は150程度

• 今回リストアップした150個には目を通したい
（終わらなければ第2回を開催する）

• 数値が埋まらないものは後日検討する

• 今日は2時間で終わらせる

• 残りについては該当サブシステム間で検討する

[今回用意したパラメタリストの特徴]



インフラ

• 部屋のサイズ・ダクト径等に関してはレイアウトと相談
• クライオシールドの開口角と熱輻射・散乱光の兼ね合い
• 散乱光雑音とクライオスタットの振動
• 真空槽稼動域（ここには書いてない）



インフラ（図）

TUN&VIS slides for External Review



インフラ（図）

CRY slides for External Review

※この図ではIMの温度が15Kになっているが
これは10Kだと思われる（後述）



光学系１

• FSS・ISSに関してはMIFの計算待ち
• MCの鏡は妥当か、熱レンズ効果は大丈夫か
• ここには書いてないがMMTの稼動域は大丈夫か



光学系（図） IOO slides for External Review

※この後にOMCが来る



光学系２

• PR2のRoC、BSのRoC、BSの吸収、TMの耳、ESD、曲率誤差、点状散乱、ビーム径、etc



光学系３

• 反射膜の吸収率、基材吸収率、差動損失、フィネス差、TMのRoC、ウェッジ、etc.
• OMCの光損失とフィネスのトレードオフ



光学系４

• PD量子効率、変調指数、MZ導入準備
• MICH UGF要チェック、FFゲイン
• グリーンの反射率



懸架系

• Mini-GASの温度依存性
• IM温度
• ヒートリンク、ファイバー径、ロス
• SAS稼動域（書いてない）



懸架系（図） VIS slides for External Review



電気系少々

• PD入力パワーはループ雑音の計算に関わってくる

以上です
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